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令和8年度　学校行事日程

４  月　７日（火） 入学式

４  月　８日（水） ～ ４  月１０日（金） オリエンテーション（内科健診含む）

８  月　３日（月）　～　８月　７日（金） 前期定期試験

８  月１０日（月）　～　９月１１日（金） 夏季休業

４  月１３日（月） 前期授業開始

４  月２４日（金） 自治会総会、春のレクレーション

８  月１７日（月）　～　８月２８日（金） 前期試験予備日（再試）

３　月　１３日（土） 卒業式

                       ～  ３月３１日（水） 春季休業

１２月２３日（水）　～　１月　５日（火） 冬季休業

１　月　６日（水） 授業再開

２  月　４日（木）　～　２月１０日（水） 後期定期試験

２  月１２日（金）　～　２月２５日（金） 後期試験予備日（再試）

１０月３０日（金） 自治会総会、秋のレクレーション

９  月１４日（月） 後期オリエンテーション

後期授業開始９  月１５日（火）

１０月　３日（土） 学園祭
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学校法人　山口コア学園　山口コ・メディカル学院学則

	 第一章　　総　　　則

第１条�　本校は、高度の知識と技術を教授し、あわせて豊かな教養と人格を備え、広く国民の
保健医療の向上に寄与することのできる技術者を育成することを目的とする。

第２条　本校は、山口コ・メディカル学院と称し、山口県山口市富田原町２番24号におく。

	 第二章　　課程、修業年限及び定員

第３条�　本校には、医療専門課程理学療法学科と作業療法学科と言語聴覚学科を置き修業年限
及び定員は次のとおりとする。

課　　　程 学　　　　科 修業年限 １学年定員 総 定 員

医療専門課程

理 学 療 法 学 科 ４年 40名 160名

作 業 療 法 学 科 ４年 30名 120名

言 語 聴 覚 学 科 ４年 20名 80名

　　２　在籍年数は８年を超えることはできない。

	 第三章　　学年、学期、授業日及び休日等

第４条　学年は４月１日に始まり翌年３月31日に終わる。

　　２　各学年を次の二学期に分ける。

　　　　前　期　４月１日から　　９月30日まで
　　　　後　期　10月１日から翌年３月31日まで

第５条　１年間の授業日数は240日を標準とする。

　　２　休業日は次のとおりとする。
　　　　⑴　国民の祝日に関する法律に規定する日
　　　　⑵　日曜日
　　　　⑶　土曜日
　　　　⑷　学年始め休業日　　４月１日から　　４月３日まで
　　　　⑸　夏季休業日　　　　８月13日から　　９月12日まで
　　　　⑹　冬季休業日　　　　12月26日から翌年１月７日まで
　　　　⑺　学年末休業日　　　３月26日から　　３月31日まで
　　　　⑻　その他学院長が必要と認めた日
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　　３�　学院長が必要があると認めるときは、前項の規定にかかわらず、休業日に授業を行う
ことができる。

　　４�　非常変災その他急迫の事情があるときは、学院長は、臨時に授業を行わないことがある。

	 第四章　　入学・休学・退学及び復学等

第６条�　本校に入学を志願する者は、学校教育法第五十六条第一項に規定するところにより、
高等学校卒業者又は同等以上の学力を有し、心身共に健康で将来理学療法士、作業療法
士または言語聴覚士になるに適する者とする。

第７条�　入学を志願する者は、所定の入学願書に次に掲げる書類を添えて、学院長に提出しな
ければならない。

　　　　⑴　卒業見込みの高等学校又は卒業した高等学校の調査書、成績証明書
　　　　⑵　卒業証明書又は卒業見込証明書
　　　　⑶　写真

第８条�　入学を志願する者に対しては学力試験、人物考査によって選考する。なお、選考基準
は別途細則に定める。また、推薦入学試験によって定員の３分の２、一般入学試験に
よって定員の３分の１を確保するものとする。

第９条�　理学療法学科、作業療法学科への編入学に関しては、第６条、第７条、第８条の規定
を準用する。

第10条�　入学を許可された者は、独立した経済能力を有する保証人２名を定め、別記様式の誓
約書を提出しなければならない。保証人の内一人は身元引受人とする。

　　２　保証人の住所又は職業に変更があった時は直ちに届け出なければならない。

第11条�　学院長は正当な理由がなく引き続き１ヵ月以上欠席した学生、もしくは不都合の行為
があった学生に対して次の懲戒を行うことができる。

　　　　⑴　戒告
　　　　⑵　停学
　　　　⑶　退学

第12条�　病気欠席又は事故欠席が引き続き３ヵ月を越える者には、休学もしくは退学を命ずる
ことがある。

第13条�　学生が休学又は退学を希望するときは、その理由を詳記して、保証人連署の上願い出
なければならない。休学期間は１年以内とする。

第14条　休学の理由が消滅した時は、学院長の許可を得て復学することができる。
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	 第五章　　教 育 課 程

第15条�　本校における授業科目及び単位数・時間数は別表１及び別表２、別表３のとおりとする。
　　２�　教育上有益と認めるときは、学生が大学及び短期大学等において履修した授業科目の

単位を別紙１に定める範囲内で本校における授業科目の履修により修得したものとみな
すことができる。

　　３�　教育上有益と認められるときは、学科学年を越えて授業科目の履修することができる。
　　４�　本校の学生以外のものであって、本校において相当の学力があると認められたものに

対しては、教育に支障のない場合に限り、科目履修生として履修を許可することがある。

第16条　授業科目の評価は、試験、出席状況、学習状況及び学習報告書によって行う。
　　２�　前項の評価はＳ（90点以上）、Ａ（80点以上)、Ｂ（70～79点)、Ｃ（60～69点)、及

びＤ（60点未満)とし、Ｃ以上を合格点とする。
　　３　合格者には、所定の科目の履修を認定する。
　　４�　病気その他やむを得ない理由により試験を受けることができなかった者又は不合格の

者に対しては、追試験又は再試験を行う場合がある。

第17条�　学院長は学生が理学療法学科・作業療法学科・言語聴覚学科の各課程の卒業要件を満
たし、かつ指定規則に定める単位を満たした場合には卒業を認め、高度専門士（医療専
門課程）の称号を授与する。

　　２　次の各号に該当するときは、原則として進級又は卒業を認めない。
　　　　⑴　学年中の欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超える者。
　　　　⑵　各科目に係わる出席時間数の３分の１以上を欠席した者。
　　　　⑶　別途細則に定める履修すべき単位数を規定以上取得していない者。

　　３　前項の場合でも、必要な補習を受け進級又は卒業を認めることができる。

	 第六章　　入学金・授業料等

第18条　入学検定料及び入学金の額を次のとおりとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位　千円）

学　　科 入学検定料 入　学　金

理 学 療 法 学 科 ２５ ４００

作 業 療 法 学 科 ２５ ４００

言 語 聴 覚 学 科 ２５ ４００
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　　２�　授業料、施設整備費（以下「授業料等」という。）の年額を次のとおりとし、前期分、
後期分はそれぞれ年額の半分の額とする。また教科書代、実習衣、教材費、実習諸費

用（宿舎等）は別途徴収する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位　千円）

学　　科 授　業　料 施設整備費 計

理 学 療 法 学 科 ８５０ ２００ １,０５０

作 業 療 法 学 科 ８５０ ２００ １,０５０

言 語 聴 覚 学 科 ８５０ ２００ １,０５０

　　授業料等は３月31日までに前期分、９月30日までに後期分を納入しなければならない。

　　３　休学及び退学をする学生については下記のとおりとする。
　　　　退学及び転学の場合は納入した入学金及び授業料等は返却しない。
　　　　休学の場合は授業料等納入後休学しても返却しない。
　　４　上記の金額以外は、別途徴収することはない。

	 第七章　　教　職　員

第19条　本校に、学院長、校医、教務主任、専任教員、講師及び事務員を置く。

第20条　学院長は学校法人山口コア学園理事長が任命する。

　　２　学院長は校務を司り、教職員を指導監督する。

　　３　校医は学生の健康管理をする。

　　４　専任教員は、教務に専従する。

　　５　講師は担当学科目及び実習を教授する。

　　６　臨床実習指導者は学生の臨床実習を指導する。

　　７　事務員は校務を補佐し、事務に専従する。
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	 第八章　　健 康 管 理

第21条�　本校は学生の健康保持のため入学時及び年１回健康診断を行う。但し、特に必要があ
ると認めた時は臨時にこれを行う。

　　２　健康管理は別に定めるところにより実施する。

	 第九章　　雑　　　則

第22条　この学則の実施に関し必要な事項は、山ロコア学園事務局が別に定める。
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別表
学科別カリキュラム

・  理学療法学科

・  作業療法学科

・  言語聴覚学科

（令和８年度入学生対応）
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別表第1（15条関係）

１．基礎分野
単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数
英 語 Ⅰ （ 文 献 ） 1 15 14単位必修 科学的思考の基盤

英 語 Ⅱ （ 英 会 話 ） 1 15 人間と生活

体 育 理 論 1 30 社会の理解

体 育 実 技 1 30

倫 理 学 1 15

心 理 学 1 15

教 育 学 2 30

社 会 福 祉 学 1 30

統 計 学 1 15

物 理 学 1 15

生 物 学 1 15

情 報 科 学 1 15

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 論 1 30 14単位

14 270

２．専門基礎分野
単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 15単位必修 人体の構造と機能

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 及び心身の発達

解 剖 生 理 学 Ⅲ 2 45

解 剖 生 理 学 Ⅳ 2 45

解 剖 学 Ⅰ 実 習 1 30

解 剖 学 Ⅱ 実 習 1 30

運 動 生 理 学 1 30

生 理 学 実 習 1 30

運 動 学 Ⅰ 1 30

運 動 学 Ⅱ 1 30

運 動 学 実 習 1 30

臨 床 心 理 学 1 30

人 間 発 達 学 1 15 12単位

病 理 学 1 30 14単位必修 疾病と障害の成り立ち

内 科 学 Ⅰ 1 30 　及び回復課程の促進

内 科 学 Ⅱ 1 30

小 児 保 健 学 1 30

神 経 内 科 学 1 30

精 神 医 学 1 30

整 形 外 科 学 Ⅰ 1 30

整 形 外 科 学 Ⅱ 1 30

医 学 概 論 1 15

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 1 15

救 急 医 学 1 15

脳 神 経 外 科 学 1 15

薬 理 学 1 15

栄 養 学 1 15 14単位

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 2 30 5単位必修 保健医療福祉と

多 職 種 連 携 概 論 Ⅰ 1 15 リハビリテーションの理念

多 職 種 連 携 概 論 Ⅱ 1 15

ボ ラ ン テ ィ ア 論 1 15 4単位

34 810

理 学 療 法 学 科
令和７年度以降入学生対応

指  定  規  則
科　　　　　　　　目 卒業要件

科　　　　　　　　目 卒業要件
指  定  規  則
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３．専門分野
単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数
理 学 療 法 概 論 Ⅰ 1 30 19単位必修 基礎理学療法学
理 学 療 法 概 論 Ⅱ 1 30
基 礎 理 学 療 法 学 Ⅰ 1 30
基 礎 理 学 療 法 学 Ⅱ 1 30
臨 床 運 動 学 1 30
理 学 療 法 研 究 法 Ⅰ 1 15
理 学 療 法 研 究 法 Ⅱ 1 15
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 30
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 30
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 30
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 30
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 2 45
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 2 60
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅶ 1 30
理 学 療 法 セ ミ ナ ー Ⅷ 3 90 6単位
理 学 療 法 管 理 学 2 30 2単位必修 理学療法管理学 2単位
理 学 療 法 評 価 学 Ⅰ 1 30 8単位必修 理学療法評価学
理 学 療 法 評 価 学 Ⅱ 1 30
神 経 系 障 害 評 価 学 2 45
内 部 障 害 評 価 学 1 30
発 達 障 害 評 価 学 1 15
運 動 器 系 障 害 評 価 学 1 30
ケ ア マ ネ ジ メ ン ト 論 1 30 6単位
物 理 療 法 学 1 30 23単位必修 理学療法治療学
運 動 療 法 学 2 45
運 動 器 系 治 療 学 Ⅰ 1 30
神 経 系 障 害 治 療 学 Ⅰ 2 45
神 経 系 障 害 治 療 学 Ⅱ 1 30
循 環 器 障 害 治 療 学 1 30
呼 吸 器 障 害 治 療 学 1 30
発 達 障 害 治 療 学 1 30
高 次 脳 機 能 障 害 学 1 30
日 常 生 活 活 動 学 1 30
日 常 生 活 活 動 学 各 論 1 30
ス ポ ー ツ 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30
ス ポ ー ツ 障 害 治 療 学 Ⅱ 1 30
運 動 器 系 治 療 学 Ⅱ 1 30
運 動 器 系 治 療 学 Ⅲ 1 15
理 学 療 法 治 療 学 演 習 2 60
装 具 学 1 30
義 肢 学 1 30
理 学 療 法 特 論 2 45 20単位
生 活 環 境 論 1 30 3単位必修 地域理学療法学
地 域 理 学 療 法 学 1 30
地 域 理 学 療 法 学 演 習 1 30 3単位
臨 床 基 礎 実 習 1 40 21単位必修 臨床実習
臨 床 実 習 Ⅰ 5 200
臨 床 実 習 Ⅱ 7 280
臨 床 実 習 Ⅲ 7 280
臨 床 実 習 Ⅳ （ 訪 問 ・ 通 所 リ ハ ） 1 40 20単位

76 2325

単位 開　講
必修 時間数

合 計 124 3405

基礎 科 学 的 思 考 の 基 盤 、 人 間 と 生 活 13 14
人 体 の 構 造 と 機 能 及 び 心 身 の 発 達 13 15
疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進 14 14
保健医療福祉とリハビリテーションの理念 4 5
基 礎 理 学 療 法 学 15 19
理 学 療 法 管 理 学 1 2
理 学 療 法 評 価 学 7 8
理 学 療 法 治 療 学 19 23
地 域 理 学 療 法 学 3 3
臨 床 実 習 5 21
合 計 94 124

配当単位

専門
基礎

14
15
14

卒業要件単位数

専門

5
19
2
8
23

124

４．卒業要件単位数

科　　　　　　　　目 卒業要件
指  定  規  則

3
21

分野 教 育 内 容 科目数
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別表第２（15条関係）

単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

英 語 Ⅰ （ 文 献 ） 1 15 14単位必修 科学的思考の基盤

英 語 Ⅱ （ 英 会 話 ） 1 15 人間と生活

倫 理 学 1 15 社会の理解

心 理 学 Ⅰ 1 15

心 理 学 Ⅱ 1 15

教 育 学 2 30

生 物 学 1 15

社 会 福 祉 学 1 30

統 計 学 1 15

情 報 科 学 1 15

基 礎 力 学 1 15

ソ ー シ ャ ル ス キ ル 論 1 15

ボ ラ ン テ ィ ア 論 1 15 14単位

14 225

単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 15単位必修 人体の構造と機能

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30 及び心身の発達

解 剖 生 理 学 Ⅲ 2 45

解 剖 生 理 学 Ⅳ 2 45

解 剖 学 Ⅰ 実 習 1 30

解 剖 学 Ⅱ 実 習 1 30

生 理 学 実 習 1 30

運 動 学 Ⅰ 1 30

運 動 学 Ⅱ 1 30

運 動 学 実 習 2 30

臨 床 心 理 学 1 30

人 間 発 達 学 1 15 12単位

病 理 学 1 30 14単位必修 疾病と障害の成り立ち

内 科 学 Ⅰ 1 30 及び回復過程の促進

内 科 学 Ⅱ 1 30

小 児 保 健 学 1 30

神 経 内 科 学 1 30

精 神 医 学 1 30

整 形 外 科 学 Ⅰ 1 30

整 形 外 科 学 Ⅱ 1 30

医 学 概 論 1 15

ﾘ ﾊ ﾋ ﾞ ﾘ ﾃ ｰ ｼ ｮ ﾝ 医 学 1 15

救 急 医 学 1 15

脳 神 経 外 科 学 1 15

薬 理 学 1 15

栄 養 学 1 15 14単位

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 概 論 2 30 4単位必修 保健医療福祉と

多 職 種 連 携 概 論 Ⅰ 1 15 リハビリテーションの理念

多 職 種 連 携 概 論 Ⅱ 1 15 4単位

33 765

卒業要件
指  定  規  則

１．基礎分野

作 業 療 法 学 科

科　　　　　　　　目 卒業要件
指  定  規  則

2.専門基礎分野

令和7年度以降入学生対応

科　　　　　　　　目
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単　　位 開　講
必修 時間数 教 育 内 容 単位数

作 業 療 法 概 論 1 30 18単位必修 基礎作業療法学
基 礎 作 業 学 Ⅰ 1 30
基 礎 作 業 学 Ⅱ 1 30
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 2 45
作 業 療 法 セ ミ ナ ー Ⅶ 2 90
作 業 療 法 研 究 法 1 30 6単位
作 業 療 法 管 理 学 2 30 2単位必修 作業療法管理学 2単位
作 業 療 法 評 価 学 総 論 1 30 6単位必修 作業療法評価学
作 業 療 法 評 価 学 Ⅰ （ 身 体 機 能 ） 1 30
作 業 療 法 評 価 学 Ⅱ （ 身 体 機 能 ） 1 30
作 業 療 法 評 価 学 Ⅲ （ 身 体 機 能 ） 1 30
作 業 療 法 評 価 学 Ⅳ （ 精 神 ・ 認 知 機 能 ） 1 30
作 業 療 法 評 価 学 演 習 1 30 5単位
臨 床 作 業 療 法 学 1 30 20単位必修 作業療法治療学
作 業 療 法 治 療 学 総 論 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅰ ( 中 枢 神 経 系 ） 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅱ ( 内 部 障 害 ・ 筋 神 経 系 ） 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅲ （ 筋 ・ 骨 格 系 ） 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅳ ( 精 神 基 礎 ） 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅴ （ 精 神 応 用 Ⅰ ） 1 30
作 業 療 法 治 療 Ⅵ ( 精 神 応 用 Ⅱ ） 1 30
作 業 療 法 治 療 学 Ⅶ （ 発 達 ） 1 30
日 常 生 活 活 動 学 1 30
日 常 生 活 活 動 学 演 習 1 30
高 次 脳 機 能 作 業 療 法 学 1 30
装 具 学 1 30
義 肢 学 1 30
作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅰ 2 60
作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅱ 2 60
作 業 療 法 治 療 学 演 習 Ⅲ 2 60 19単位

地 域 作 業 療 法 学 1 30 4単位必修 地域作業療法学
地 域 作 業 療 法 学 演 習 1 30
社 会 福 祉 援 助 技 術 論 1 30
生 活 環 境 論 1 30 4単位
臨 床 実 習 Ⅰ 1 40 27単位必修 臨床実習
臨 床 実 習 Ⅱ 8 320
臨 床 実 習 Ⅲ 8 320
臨 床 実 習 Ⅳ 8 320
臨 床 実 習 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 30
臨 床 実 習 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 30 22単位

77 2470

単位 開　講
必修 時間数

合 計 124 3460

基礎 科 学 的 思 考 の 基 礎 、 人 間 の 生 活 13 14
人 体 の 構 造 と 構 造 及 び 心 身 の 発 達 12 15
疾病と障害の成り立ち及び回復過程の促進 14 14
保健医療福祉とリハビリテーションの理念 3 4
基 礎 作 業 療 法 学 11 18
作 業 療 法 管 理 学 1 2
作 業 療 法 評 価 学 6 6
作 業 療 法 治 療 学 17 20
地 域 作 業 療 法 学 4 4
臨 床 実 習 6 27
合 計 87 124 124

2

14
15
14
4
18

6
20
4
27

卒業要件単位数科目数 配当単位

科　　　　　　　　目 卒業要件
指  定  規  則

３．専門分野

専門
基礎

専門

4.卒業要件単位数

分野 教育内容
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１．基礎分野 　　　　　　　　

単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

英 語 Ⅰ （ 文 献 ） 1 15 22単位必修

英 語 Ⅱ （ 英 会 話 ） 1 15

倫 理 学 1 15

関 係 法 規 1 30

教 育 学 2 30

生 物 学 1 15

統 計 学 1 15

情 報 科 学 1 15

言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅰ 1 30
言 語 聴 覚 障 害 概 論 Ⅱ 1 30
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅰ 1 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅱ 1 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅲ 1 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅳ 1 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅴ 1 45
言 語 療 法 セ ミ ナ ー Ⅵ 1 45
手 話 Ⅰ 1 15
手 話 Ⅱ 1 15
ソ ー シ ャ ル ス キ ル 論 1 15

言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅰ 1 45

言 語 聴 覚 障 害 研 究 法 Ⅱ 1 45 20

22 615

２．専門基礎分野
単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

解 剖 生 理 学 Ⅰ 1 30 25単位必修

解 剖 生 理 学 Ⅱ 1 30

解 剖 生 理 学 Ⅲ 2 45

解 剖 生 理 学 Ⅳ 2 45

生 理 学 実 習 1 30

医 学 概 論 1 15

病 理 学 1 30

内 科 学 Ⅰ 1 30

内 科 学 Ⅱ 1 30

小 児 保 健 学 1 30

精 神 医 学 1 30

神 経 内 科 学 1 30

耳 鼻 咽 喉 科 学 1 15

形 成 外 科 学 1 30

脳 神 経 外 科 学 1 15

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 医 学 1 15

薬 理 学 1 15

救 急 医 学 1 15

栄 養 学 1 15

歯 科 ・ 口 腔 外 科 学 1 30

解 剖 学 実 習 1 30

呼 吸 ・ 発 声 発 語 系 の 構 造 ・ 機 能 ・ 病 態 1 30

聴 覚 系 の 構 造 ・ 機 能 ・ 病 態 1 30

心 理 学 1 15 7単位必修

臨 床 心 理 学 1 30

人 間 発 達 学 1 15

学 習 ・ 認 知 心 理 学 2 30

心 理 測 定 法 2 30 7単位

言 語 学 2 30 9単位必修

音 声 学 2 30

音 響 学 2 30

聴 覚 心 理 学 1 15

言 語 発 達 学 2 30

社 会 福 祉 学 1 30 5単位必修

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 論 2 30

多 職 種 連 携 概 論 Ⅰ 1 15

多 職 種 連 携 概 論 Ⅱ 1 15 1単位

46 960

15単位

人体のしくみ・疾病と治
療

言語とコミュニケーション

9単位

別表３（第１５条関係）　　　　　　　　　　　　　　　

卒業要件
指  定  規  則

社会保障・教育とリハビリ
テーション

卒業要件

　言　語　聴　覚　学　科

指  定  規  則

令和7年度以降入学生対応

科　　　　　　　　目

科　　　　　　　　目

心の働き

科学的思考の基礎
人間と生活
社会の理解
言語聴覚療法の基盤
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３．専門分野
単　　位 開　講

必修 時間数 教 育 内 容 単位数

言 語 聴 覚 障 害 診 断 学 1 30 6単位必修

言 語 療 法 総 論 Ⅰ 2 90
言 語 療 法 総 論 Ⅱ 3 135 2単位

言 語 療 法 管 理 学 2 30 2単位必修 言語聴覚療法管理学 2単位

失 語 症 学 Ⅰ 1 30 7単位必修
失 語 症 学 Ⅱ （ 評 価 診 断 ） 1 30

失 語 症 治 療 学 Ⅰ 1 30

失 語 症 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30

高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅰ 1 30

高 次 脳 機 能 障 害 学 Ⅱ 1 30

高 次 脳 機 能 障 害 検 査 法 1 30 6単位

発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30 7単位必修

発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30

言 語 発 達 障 害 学 Ⅰ 1 30

言 語 発 達 障 害 学 Ⅱ 1 30

言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30

言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 脳 性 麻 痺 ） 1 30

言 語 発 達 障 害 治 療 学 Ⅲ （ 演 習 ） 1 30 6単位

音 声 障 害 Ⅰ 1 30 10単位必修

音 声 障 害 Ⅱ 1 30 　　　

嚥 下 障 害 学 1 30

嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅰ 1 30

嚥 下 障 害 治 療 学 Ⅱ （ 演 習 ） 1 30

構 音 障 害 学 Ⅰ （ 運 動 性 ） 1 30

構 音 障 害 学 Ⅱ （ 運 動 性 ） 1 30

構 音 障 害 学 Ⅲ （ 器 質 性 ） 1 30

構 音 障 害 学 Ⅳ （ 機 能 性 ） 1 30

流 暢 性 障 害 1 30 9単位

小 児 聴 覚 障 害 学 2 30 7単位必修

成 人 聴 覚 障 害 学 1 30

聴 覚 障 害 総 論 Ⅰ 1 30

聴 覚 障 害 総 論 Ⅱ 1 30

聴 力 検 査 法 演 習 1 45

補 聴 器 ・ 人 工 内 耳 1 30 7単位

地 域 言 語 聴 覚 療 法 論 2 30 2単位必修 地域言語聴覚療法学 2単位

臨 床 基 礎 実 習 1 40 15単位必修

臨 床 実 習 Ⅰ 6 240

臨 床 実 習 Ⅱ 8 320 15単位

56 1830

単位 開　講

必修 時間数

合 計 124 3405

４．卒業要件単位数

人 体 の し く み ・ 疾 病 と 治 療 22 25

心 の 働 き 5 7

言 語 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 5 9

社 会 保 障 ・ 教 育 と リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 4 5

言 語 聴 覚 障 害 学 総 論 3 6

言 語 聴 覚 療 法 管 理 学 1 2

失 語 ・ 高 次 脳 機 能 障 害 7 7

言 語 発 達 障 害 学 7 7

発 声 発 語 ・ 摂 食 嚥 下 障 害 学 10 10

聴 覚 障 害 学 6 7

地 域 言 語 聴 覚 療 法 学 1 2

臨 床 実 習 3 15

合 計 95 124

専門

発声発語・嚥下障害学

分野

基礎

聴覚障害学

科　　　　　　　　目

22

配当単位

21

教 育 内 容

専門
基礎

卒業要件
指  定  規  則

9

5

25

言語発達障害学

科目数

22
科学的思考の基礎、人間と生活、社会の理解、言語
聴 覚 療 法 の 基 盤

7

言語聴覚障害学総論

失語・高次脳機能障害
学

臨床実習

卒業要件単位数

2

15

124

6

2

7

7

10

7
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 教 務 関 連 事 項 （令和８年度入学生） 
Ⅰ　授業科目について
　１　授業科目の区分
　　　　基礎科目
　　　　専門基礎科目
　　　　専門科目　　　　理学療法
　　　　　　　　　　　　作業療法
　　　　　　　　　　　　言語聴覚

　２　授業科目の配当条件
　　�　本年度に開講される授業科目は、  〈授業時間割表〉に授業科目名、 配当条件（配当学年次、 配当

期、 担当教官、 講義室№等）が明示されている。 学生の学習活動はこの中から必要な授業科目を履
修することによって行われる。 

　　⑴　必修・選択の別
　　　① 必 修 科 目�・・・卒業のために履修が義務づけられている科目で、 必ずその授業科目を履修

し、 単位を取得しなければならない。 
　　　　　　　　　�・・・２科目以上からなる科目グループより、 履修する科目を選択し、 規定の単位

を取得しなければならない。 

　　⑵　当該年次
　　　�　授業科目は、 履修できる時期が定められ、 その学年に配当された授業科目を履修することが原

則である。 したがって上位学年次に配当された授業科目を履修することはできない。 

　　⑶　配当期
　　　① 通 年 科 目・・・前期・後期の１年間にわたって授業が行われる科目
　　　② 前 期 科 目・・・前期の半年間に授業が行われる科目
　　　③ 後 期 科 目・・・後期の半年間に授業が行われる科目

Ⅱ　授業について
　　授業は、 行事予定表にしたがって行われる。 
　　学年は、 ４月１日より翌年３月 31 日までを２期に分ける。 
　　　前期・・・４月１日から９月 30 日まで
　　　後期・・・10 月１日から翌３月 31 日まで

　　授業時間
　　　本校の授業は、 １時限 45 分とし、 ２時限を１講義時間とする。 
　　⑴　授業時間の区分　　　　

時　限 １・２ ３・４ ５・６ ７・８ （９・10）

時　　　間
　９：００

〜

１０：３０

１０：４５

〜

１２：１５

１３：００

〜

１４：３０

１４：４５

〜

１６：１５

１６：３０

〜

１８：００
　　⑵　休講・補講・授業時間等の変更
　　　① 休　 講・・�・本校や担当教官、 その他やむを得ない事情により、 休講する場合がある。 これ

については掲示により知らせる。 
　　　② 補 　講・・�・本校又はその他の事情により、 授業時間数が必要時間数に満たない場合には、 

臨時の授業（補講）を行う。 これについても掲示により知らせる。 
　　⑶　授業の出席
　　　　履修する科目の授業には必ず出席しなければならない。 
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　⑴　履修の手続
　　①�　必修科目の履修登録について、学生による手続きは不要である。
　　②�　科目履修及び再履修、聴講科目については、履修登録届（様式1）に記入して指定された期日

までに提出する。
　⑵　履修に必要な届
　　①　履修登録届（様式1）
　　　・再履修を希望する科目
　　　・聴講を希望する科目
　⑶　履修科目の自己管理
　　①　科目履修及び再履修科目については自身の単位認定状況を把握し自己管理すること。

Ⅳ　出欠席などの取り扱いについて
　１　各授業の講義時間の20分を越える遅刻・早退は欠課扱いとする。
　２　遅刻「１回」を欠課「0.5回」、早退「１回」を欠課「0.5回」として扱う。
　３　病気等による欠席が７日以上にわたる場合、診断書を添付して届けなければならない。
　４　突発事故などで遅刻・早退する場合は事務に連絡し、その後に届けなければならない。
　５　公認休扱いについて
　　　次の各号に該当し、所定の公認休願（様式４）を提出した場合には出席扱いとする。
　　⑴　学院長が命令もしくは承認する行事等に参加・出席する場合
　　⑵　忌引きによる場合
　　　　　配偶者：10日　　　父母・実子：７日　　　兄弟姉妹：５日
　　　　　祖父母：３日　　　曾祖父母　：１日　　　伯叔父母：１日
　　⑶　交通機関のストの場合、その他不可抗力の事故と教務が確認した場合
　　⑷　就職に関わる病院施設見学・面接試験等による欠席
　　⑸　慢性疾患等の定期的診察検査に伴う欠席
　　　　事前に診断書を事務に提出するとともに欠席日を前もって届け出ること
　６　停学の取り扱い
　　�　教育的見地により学院長が停学を命じた場合の欠席は公認休としない。停学日数は学籍簿等へ記

入する。
　７　「届」及び「願」の提出
　　⑴�　欠席届（様式３）、公認休願（様式４）、欠課届（様式５）、遅刻・早退届（様式６）、は必ず

提出しなければならない。
　　⑵　欠課等の届及び公認休願は事前に提出することを原則とする。
　　　　やむを得ない場合には事後速やかに提出しなければならない。

Ⅴ　試　　験
　�　授業科目の単位認定は、授業に出席し、履修認定を得たものが下記の試験等によって判定される。

なお、実技・実習、その他特定の科目では授業時間内で試験、またはそれに代わる考査を行い定期試
験に代える場合がある。

　１　履修認定
　　⑴　授業実施時間数の８割以上授業に出席していること。
　　⑵　授業料を納めていること。
　２　公認休扱いによる試験欠席者の取り扱い
　　�　公認休扱いによる欠席などのため定期試験が受験できない学生の処遇については、欠席者が不利

益を被らないように追試験を行う。
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　３　定期試験
　　⑴　学期末の一定期間、原則として全科目にわたって実施する。
　　⑵�　前期の定期試験は８月上旬、後期の定期試験は２月上旬に行われ、その詳細日程はそのつど提

示によって知らせる。
　　⑶　原則、授業時間を満たした時期に試験は実施されるが、中間試験が実施される科目もある。
　　⑷　成績判定に関する試験（レポート）は、試験通知書（通称オレンジ紙）で掲示する。
　４　追試験
　　�　正当と認められる理由で定期試験を受験できなかった者は、１回限り追試験を受験することがで

きる。
　　　①　追試験受験申請手続き
　　　　�　欠席した全科目について追試験受験申請願（様式７）に必要事項を記入し、受験できなかっ

た理由を証明できる資料（診断書,事由説明書等）を添付し申請する。
　　　　　追試験受験の可否については学院長の決済後、本人に通知（掲示）する。
　　　②　追試験受験料・・・１科目につき500円を納入すること。
　５　再試験
　　�　定期試験（追試験）においてその成績が60点に満たないものは救済措置として「再試験」を実

施することがある。再試験実施の有無は教科担当教官の判断による。（すべての科目で実施されるわ
けではない）

　　　①　再試験受験手続き
　　　　�　再受験の対象となる全科目について所定の期日(試験実施)までに再試験受験手続きを終えな

ければならない。再試験料（１科目　2000円）を納入すること。
　　　②　受験許可証
　　　　　再試験料の領収書が受験許可証となるので受験する際、持参すること。
　６　受験にあたっての注意事項
　　　試験前には必ず学則、試験規定等をよく読んでおくこと。
　　⑴　次の各号に該当するものは試験会場に入室できない。
　　　①　受験資格を有しないもの
　　　②　試験開始時刻を20分以上遅刻したもの
　　⑵　定期試験時間割・教室については、原則として定期試験の２週間前に掲示する。
　　⑶　試験場では学籍番号順に座席を指定する。
　　⑷　試験には、必ず名札着用のこと。
　　⑸　試験開始後45分を経過すれば退室することができる。
　　⑹　追試験・再試験については試験開始までに所定の手続きを終えておくこと。
　　⑺�　病欠や突発事故などで追試験・再試験を受験できない場合には、直ちに学校（事務）に電話連

絡し、登校時にあらためて届け出なければならない。
　７　課題提出について
　　　課題（レポート）等の提出について以下のことを厳守すること。
　　⑴　提出期限を厳守すること。超過した場合は未提出とみなす。
　　⑵　課題等の書式は、定められた形式で提出すること。
　　⑶　提出は事務室前の所定のボックスとする。
　８　定期試験以外の成績判定に関する試験については、定期試験に準じて実施する。

Ⅵ　成績評価
　　⑴　学業成績は定期試験と平常成績等で総合的に判定する。
　　　　平常成績は随時行う小テスト、レポート、学習態度をさす。
　　⑵�　学業成績はいずれも100点満点とし、定期試験・平常成績で60点以上を得た科目について合格と

して認定する。
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　　⑶　学業成績の区分は次の通りである。
　　　　　　Ｓ　（90点～100点）
　　　　　　Ａ　（80点～89点）
　　　　　　Ｂ　（70点～79点）
　　　　　　Ｃ　（60点～69点）
　　　　　　Ｄ　（59点以下）
　　⑷�　試験を再試験で合格した者は、その結果が60点以上であっても60点として取り扱う。

Ⅶ　臨床実習等の評価
　⑴�　臨床実習及び学外実習の評価は、実習施設における報告書等をもとに教員等による会議で、総合

的に成績判定する。
　⑵　臨床実習等に関する規定を十分理解し、それを遵守すること。

Ⅷ　科目履修等について
　�　授業科目の履修は、所属する学科の教育課程及び時間割によるところを原則とするが、教育上有益

と認められる場合（定められた科目以外に特に履修を希望する科目がある時）には次のような履修が
認められる。

　⑴　教育上有益と認められる場合の履修
　　①　同一学科で異なる学年次の授業科目の履修
　　　　下位学年次に開講されている授業科目を新たに履修する場合
　　②　他学科の専門科目の履修
　　　　下位学年次に開講されている授業科目
　　　　同一学年次に開講されている授業科目
　　③　本校卒業生の特別履修
　⑵　科目履修の許可
　　①　科目履修を希望する者は、所定の履修願に必要事項を添え、事務に提出しなければならない。
　　②　他の授業に支障がない場合に限り、当該学科内において検討の上、学院長が許可する。
　　③　履修を許可された学生は、全授業に出席し、試験を受けなければならない。
　⑶　授業の聴講（聴講科目）
　　①�　既に単位を取得した科目で再度聴講を希望する者は、所定の聴講願（様式１）に必要事項を添

えて事務に提出しなければならない。
　　②　授業に支障がない場合に限り、当該学科内において検討の上、学院長が許可する。
　　③　聴講を許可された学生は、全授業に欠席・遅刻・早退なく聴講することを原則とする。

Ⅸ　既修得単位の認定について
　�　他大学または短期大学等を卒業または中途退学後に入学した者は、単位認定の可否を審査し、一括

して認定する。その場合、既修得単位認定申請書（様式２）と当該校の発行した成績証明書を添え
て、期日内に事務に申請すること。

Ⅹ　進級等について
　⑴　３年生への進級要件
　　　２年生までに履修すべき必修科目の単位をすべて修得していること。
　⑵　臨床実習Ⅰ並びに臨床実習Ⅱ履修要件について
　　　臨床実習Ⅰ：臨床実習Ⅰ開始までに履修すべき授業科目の単位を修得していること。
　　　臨床実習Ⅱ：臨床実習Ⅰの単位を修得していること。
　⑶　進級に関する事項は、進級判定会議において最終決定する。
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Ⅺ　休学・復学・退学について
　⑴�　学生が休学・復学・退学を希望するときは、その理由を詳記（様式８・９・10）して、保証人

連署の上、願い出なければならない。
　⑵　休学・復学・退学に関する事項は、定例・臨時進級判定会議において最終決定後、本人に通知する。

Ⅻ　卒業について
　⑴�　本校に４年以上（編入学の場合は３年以上）在学し、定められた科目・単位数を取得した者は卒

業判定会議を経て、学院長が卒業を認定する。
　⑵　学院長が卒業を認めた者については「高度専門士」の称号を授与する。
　⑶�　理学療法学科及び作業療法学科、言語聴覚学科を卒業（見込み）の者は理学療法士及び作業療法

士、言語聴覚士の国家試験の受験資格を与える。
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様式 １

再履修・聴講 年　　月　　日　届出

履　修　登　録　届

理学療法・作業療法・言語聴覚　学科

　　　　年度　　　　前期・後期

　　　　　　年度入学

学籍番号

氏　　名

コ ー ド

科 目 名

講 師 名 単位

時間

※科目履修・聴講の場合に必要。再履修の場合は赤色、聴講の場合は
　青色で記載すること。
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様式 ２

届出日　　　　　年　　月　　日

単位認定申請書

学　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　年　　　　　　　　　　　　年
学籍番号
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

　山口コ・メディカル学院入学前の既修得単位等の認定に関する規則に基づき、単位の
認定を申請します。

　（既単位修得校）
卒業

大学（短期大学）　　　　　　学部　　　　　　学科 　　　　
中退

科　　　　目　　　　名（本校） 本　　校
単 位 数 卒業校の該当する科目（単位数）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（　　　）

学校法人 山口コア学園
山口コ・メディカル学院長　様
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様式 ３

届出日　　　　　年　　月　　日

欠　 席 　届

学　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　年　　　　　　　　　　　　年
学籍番号
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

下記の通り、欠席　　　　のでお届けします。

１．理由

２．期間：　　　　 年　　 月　　日　～　　　　　年　　月　　日 （　　日間）

３．欠課科目

記

しました

し ま す

日時（曜日） 時限 科　目　名

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

／ （ 　）

（注意事項）
１）該当項目を○で囲むこと。
２）病気による欠席が７日間以上にわたる場合は診断書を添付すること。
３）欠課した科目毎に欠課届も合わせ提出すること。

教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園

山口コ・メディカル学院長　様
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　私は、下記の理由により授業に出席できないので公認休扱い（欠席にしない扱い）に
して下さいますようお願い致します。

様式 ４

届出日　　　　　年　　月　　日

公 認 休 願

学　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　年　　　　　　　　　　　　年
学籍番号
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

１．理由

２．期間：　　　　 年　　 月　　日　～　　　　　年　　月　　日 （　　日間）

３．授業科目（遅刻・早退等の時限も含む）

記

日時（曜日） 時限 科目名 日時（曜日） 時限 科目名

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

／ （ 　） ／ （ 　）

（注意事項）

１）事前に提出すること。但し、忌引き等やむを得ない場合には、事後速やかに届けること。

２）忌引きの場合には続柄も記入すること。

３）関係書類がある場合には、そのコピーを添付すること。

４）願い出が受理されたか確認の上、欠席等をすること。

学院長 教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園
山口コ・メディカル学院長　様
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下記理由により欠課したのでお届け致します

※予定された欠課の場合は、可能な限り事前に届け出ること

※予定された遅刻・早退の場合は、可能な限り事前に届け出ること

学生→教務→教科担当

学生→教務→教科担当

山口コ・メディカル学院

山口コ・メディカル学院

下記理由により遅刻・早退したのでお届け致します

様式 ５

様式 ６

届出日　　　　　年　　月　　日

届出日　　　　　年　　月　　日

欠　　課　　届

遅刻届 ／ 早退届

氏名 印 　
学科・学年 学科　　　学年

学籍番号

日時
年　　 月　　 日（　　）

　　　　　時限

科目名

講師名

理由
教科担当

教務確認

氏名 印 　
学科・学年 学科　　　学年

学籍番号

入室時間
退室時間

年　　 月　　 日（ 　）

時　　　　分　

科目名

講師名

理由
教科担当

教務確認
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　私は、この度下記の試験を受験することができませんでした。ここに改めて試験を受ける
機会を与えていただくようお願い申し上げます。

※追試験の可否については、後日掲示する

様式 ７

届出日　　　　　年　　月　　日

追 試 験 受 験 願

学　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　年　　　　　　　　　　　　年
学籍番号
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

１．本試験実施日　　　　　年　　 月　　日 （　 　）

２．試験科目名

３．担当講師名

４．理由（詳細を記述し、診断書・証明書等を必ず添付すること）

記

学院長 教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園
山口コ・メディカル学院長　様
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私は、このたび下記により休学いたしたく、保証人連署をもってお願い申し上げます。

担当所見

様式 ８

届出日　　　　　年　　月　　日

休　学　願

学　　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　　年　　　　　　　　　　　　年
学 籍 番 号
学 生 氏 名　　　　　　　　　　　　　印

保証人氏名

（保護者）　　　　　　　　　　　　　印

１．休学期間

年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

（　　　　　　ヵ月間）

２．理由（病気の場合は、「診断書」を添付すること）

記

学院長 事務長 教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園

山口コ・メディカル学院長　様
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私は、このたび下記により復学いたしたく、保証人連署をもってお願い申し上げます。

様式 ９

届出日　　　　　年　　月　　日

復　学　願

学　　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　　年　　　　　　　　　　　　年
学 籍 番 号
学 生 氏 名　　　　　　　　　　　　　印

保証人氏名

（保護者）　　　　　　　　　　　　　印

１．理由

２．休学期間

年　　　月　　　日　～　　　　　　年　　　月　　　日

（　　　　　　ヵ月間）

記

学院長 事務長 教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園

山口コ・メディカル学院長　様
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私は、このたび下記により退学いたしたく、保証人連署をもってお願い申し上げます。

担当所見

様式 10

届出日　　　　　年　　月　　日

退　学　願

学　　　科　　理学療法・作業療法・言語聴覚
学　　　年　　　　　　　　　　　　年
学 籍 番 号
学 生 氏 名　　　　　　　　　　　　　印

保証人氏名

（保護者）　　　　　　　　　　　　　印

１．理由

２．退学年月日

年　　　月　　　日

記

学院長 事務長 教務部長 学科長 担任

学校法人 山口コア学園

山口コ・メディカル学院長　様
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学 務 関 連
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学 務 関 連 事 項 
１．学生証について
　①　学生は、 本校学生を証明する学生証を常に携帯するとともに、 大切に扱うこと。 
　②　事務手続きの際、 学生証を提示すること。 
　③　学生証の記載事項に変更があった場合は、 速やかに届け出て手続きをとること。 
　④�　紛失または棄損したときには、 写真 ( 縦 4.0cm ×横 3.0cm) １枚を添付して 「学生証再交付願」 に

より、 再交付を受けること。 
　⑤　退学等により学籍を離れるときは、 直ちに返却すること。 

２．学籍番号について
　　学籍番号は、 入学年度、 学科、 通し番号を表し、 学生固有のものである。 
　　　　　　　 入学年度　　 学　科　　 通し番号

　　　　　　　　　　　　１：理学療法学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　２：作業療法学科
　　　　　　　　　　　　　　　　　３：言語聴覚学科
　　　　例 )
　　　　　26101・・・令和８年度入学理学療法学科１番
　　　　　26201・・・令和８年度入学作業療法学科１番
　　　　　26301・・・令和８年度入学言語聴覚学科１番

３．証明書の発行について
　�　証明書の交付を必要とするときは 「証明書交付願」 に必要事項を記入し、 手数料を添えて、 必要日

の前日までに願い出ること。 

４．成績表の送付
　　成績表は、年度末に通年の成績表として、原則、保護者（保証人）に郵送する。

５．変更届等について
　①　住所・氏名・本籍地に変更があったときには、 そのつど 「届出事項異動届」 により届け出ること。 
　②　保証人及び保証人住所に変更があったときは、 「保証人変更届」 により、 直ちに届け出ること。 

６．団体設立、 掲示、 施設の使用等について
　①�　学内で団体 ( サークル、 同好会等 ) を設立する場合は、 団体責任者が 「学生団体設立願」 に団体

の規約及び構成員名簿を添え、 自治会長および学生部長に提出し、 承認を受けること。 
　②�　学内に印刷物等を掲示する場合は、 事前に、 学生部長に願い出て許可・検印を受け、 所定の場所

に掲示すること。 

− 33 −



７．器物の破損及び紛失について
　　施設及び機器・物品等を破損または紛失したときは、速やかに事務まで届け出ること。
　　なお、原則として弁償とする。

８．通学について
　①　住所等の変更により通学路に変更が生じた場合には「通学届」を提出すること。
　②　自家用車・バイク通学については下記の手続きをとること。
　　ⅰ　所定の用紙に必要事項を記入し、届け出ること。
　　　　その際、車両保険証等のコピーを添付すること。
　　ⅱ�　自家用車の場合は駐車料金として年額18,000円(１カ月1,500円：６カ月分)を半期一括で納める

こと。
　　ⅲ　自家用車を利用する場合、駐車場の番号は指定されたものを利用し、それ以外は使わないこと。
　　　自家用車のフロントガラスから見えるところに利用許可カードを置くこと。
　③　自家用車の使用は、駐車可能台数と利用希望者数を調整のうえ決定する。
　④　通学等においては交通規則の遵守に努め、交通安全に心掛けること。
　　　なお、交通事故等の当事者になったときは、直ちに学校（事務）に連絡すること。
　⑤　所定の手続きをとらない車両での通学を禁ずる。
　⑥　学校周辺に無断駐車した場合は、厳重注意処分として以下の処分を科すことがある。
　　ⅰ　始末書を提出する。
　　ⅱ�　度重なる場合は、停学あるいは退学の処分を命じる。
　⑦�　けがや病気等の特別な理由で自家用車による通学を希望する場合、事務で所定の手続きを行った

うえで駐車場を利用することができる（ただし、駐車場に空きがない時、利用できないことがある）

９．掲示及び印刷物配布について
　①　学校から学生に伝達、連絡する事項は掲示板に掲示するので登下校の際、毎日注意してみること。
　②�　掲示物は許可なく取り外したり、コピーすることは認めない。必要な場合は事務室に申し出て許

可を得ること。

10．喫煙について
　　医療従事者を目指す者として、禁煙を心がけるように努めること。
　　本校は、校内（建物、敷地内）全面禁煙。
　�　校内で喫煙した場合、しかるべき処分を行うものとする。喫煙を行った学生が未成年の場合、直ち

に保護者に報告・面談を行う。

11．名札の着用について
　�　校内では、常に本校規定の名札を着用すること。名札の破損、紛失をした場合は、速やかに担任に

申し出て、再発行をしてもらうこと。

12．グラウンド使用について
　�　本校併設のグラウンドを使用することができる。使用する場合、規定に沿って手続をし、事故が起

きないように使用すること。使用中のトラブルについては、速やかに事務に届け出ること。ただし、
試験準備期間（試験２週間前）および試験中の使用は認めない。
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13．スクールカウンセリングの利用について
　�　本館１階面談室において、カウンセリングを受けることができる。ただし、予約制なので事前に確

認、手続きをすること。カウンセラーの来校日時は面談室前の掲示で確認すること。

14．ハラスメント相談について
　�　日々の学校生活において、セクシャルハラスメント、パワーハラスメントなどで悩んでいる人に対

し、随時、相談を受け付ける。学生からの相談内容については、学内に設けられたハラスメント対策
委員会にて対応する。

　　　※流れ

 　　　　　　　　　　相談　　　　　　　　　報告　　　　　　対応・対策

15．学生の個人情報保護に関する方針について
　本校では学生の教育・指導のために各種個人情報を収集し利用しているが、平成17年４月１日施
行の「個人情報保護法」の主旨に従い、本校学生の個人情報に関し、収集する情報の内容とその利用
目的及び利用方法、さらには情報保護の具体的な方策を以下に示す。

　１．「個人情報」について
　「個人情報」とは、現在本校に在籍する学生について、本校が職務上取得又は作成した個人情報
に関する情報であって、特定の個人が識別され、または他の情報との照合などによって識別するこ
とのできるものを言う。
＜具体例＞

　本人・保護者氏名、本人・保護者住所、性別、生年月日、電話番号、学籍番号、電子メールア
ドレス、印鑑の印影、学業成績、人物評価、科目履修内容　等

　２．本校が講じる措置
⑴�　本校は、個人情報保護の重要性を十分に認識し、個人情報の取り扱いに伴う個人の権利や利益

の侵害の防止に関し、法律・法令等を遵守し必要な措置を講じる。
⑵�　本校は、個人情報の漏洩、盗聴、無許可閲覧、改ざん、破壊あるいは消去の防止に努め、適切

な管理を行うために処置を講じる。
⑶　本校は、学内に個人情報保護に関する管理責任者として個人情報保護管理者を配置する。

　３．個人情報収集の制限
⑴　個人情報は、本校の教育及び業績に必要な範囲内で収集する。
⑵�　個人情報の収集は、思想・信条及び宗教に関する事項並びに社会的差別問題となる事項を調査

することを目的にして行うことはない。
⑶　個人情報は、原則本人から収集する。

　４．個人情報の利用及び提供の制限
　収集した個人情報は、以下に該当する場合を除き、定められた目的以外に利用したり、本校以外
の第３者へ提供したりすることはない。
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　５．個人情報の開示
⑴�　学生は自己の個人情報の開示を当該情報の個人情報保護管理者に申請することができるものと

する。ただし、以下に該当する場合は、当該個人情報記録の全文または一部を開示しない場合が
ある。
①　法令に基づく場合
②　本人があらかじめ開示しないことに同意している場合
③　開示申請の対象となった個人情報に本人申請者以外の個人に関する情報が含まれている場合
④�　開示申請の対象となった個人情報が、本人の指導・診断・評価・選考等に関するもので開示

が必要と認められない場合。なお、本校所定の証明書等の交付をするときはこの限りではな
い。

⑤　開示を行うことが、本校業務の適正な執行に支障が生じる恐れがある場合
⑵�　学生の保護者または保証人として本校に届け出ている者は、被保護者、被保証人である学生の

個人情報記録の開示を個人情報保護穂管理者に申請することができる。ただし、上記⑴の制限を
受けるとともに学生本人の同意が必要。

　６．第三者への個人情報の提供
　学生の個人情報は、あらかじめ本人の同意を得ないで第三者に提供することはない。ただし、以
下の場合を除く。

①　法令に基づく場合
②�　人の生命、身体または財産保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得ることが

難しい場合
③　国または地方公共団体などが法令に定める事務を遂行することに協力する必要がある場合
④　その他、学院長が特に必要であると認めた場合

16．感染症予防について
　学校は、学生の健康管理に関し、年１回の健康診断を行います（学則第21条）。また、健康状態調
査票の提出、感染症抗体価検査等の健康管理事項が定めてあります（学生便覧　健康管理に関する規
定）。
　感染症の拡大は、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士を目指す者にとって、重大な事柄であり、
医療福祉に携わる専門職として、
全ての感染症を対象とし、感染予防と感染拡大予防のために最善の行動を求められ、その内容は、医
療職としての自覚・心構えでもある。

１．学校は、感染症の予防措置を含め、治療を指示し、適切な措置を講じる。
　・感染症等により、授業や試験、実習に不利益が生じないよう配慮する。
　・学内の衛生環境（手洗い、消毒設置　他）については、随時点検・整備する。

２．学生は、感染症対策の取り決めを守り、健康被害を最小限に留める責任がある。
　・授業・演習、実習先での感染予防に向けた行動を行うこと。
　・健康状態に不安のある場合は、必ず学校と連絡を取り、感染防止につとめること。
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図書室の利用について
　�　図書室は、教育研究に必要な図書・雑誌等を整理し、研究学術等の利用に供する共用施設である。

図書室では、お互いよりよい学習・研究ができるように規律を守るように努めること。

１．開室時間

曜　　　日 時　　　間　　　帯

学　　習　　室 月曜日〜金曜日 午前８時30分〜午後５時30分

図　　書　　室 月曜日〜金曜日 午前10時00分〜午後５時00分

　　　※試験期間中は、時間を延長することがある。

２．休 館 日
　⑴　土・日曜日
　⑵　祝祭日及び国民の休日
　⑶　年末年始
　⑷　盆休暇
　⑸　その他学院長が定めた日

３．利用の方法
　　図書は、閲覧室内でしか利用できない場合と貸出できる場合とがある。
　⑴　室内閲覧
　　　注意事項
　　　・入室時は常に名札を身につけること。
　　　・静粛にし、私語、談笑を慎むこと。
　　　・飲食物の持ち込みは厳禁。
　　　・所持品の持ち込みは筆記用具等最小限度につとめること。
　　　・図書は大切に扱うこと。
　　　・閲覧後は必ず元の位置に戻すこと。
　　　・許可なく図書を閲覧室外に持ち出さないこと。

　⑵　貸出
　　　・貸出期間は、７日間とする。（貸出図書は、３冊以内とする。）
　　　・名札を提示すること。
　　　・学習室へ持ち出す場合も上記と同様の手続きをとること。
　　　・図書の貸出は、定期試験前１週間及び試験期間中は認めない。
　　　・貸出を受けた図書は、転貸してはならない（厳禁）。
　　　・�図書の返却は直接図書事務で行う。閉室の時間内は返却箱（学習室に設置）に入れて返却する

こと。
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４．罰則規定
　　図書室での利用規則等を守らない者は、氏名を告示の上、１ヵ月間の図書室の利用禁止処分とする。

５．図書紛失の弁償について
　　貸し出された図書を紛失した場合は、貸出を受けた人が弁償しなければならない。

※�なお、パソコン室・学習室の利用時間・休館日・注意事項・罰則規定・
弁債については、図書室の利用規則に準ずる。
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事務手続き
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事　 務 　手　 続 　き

Ⅰ　諸証明書の発行について

諸手続一覧

様式 種　　　　　類 時　　期 備　　　　考 手 数 料

届
　
　
　
　
出

届 出 事 項 異 動 届 事由発生の時 ─

保 証 人 変 更 届 事由発生の時 ─

保 証 人 住 所 変 更 届 事由発生の時 ─

紛 失 ・ 破 損 届 事後速やかに ─

事 故 報 告 書 事後速やかに ─

証
　
　
明
　
　
書

学 生 証 再 交 付 書 前日までに ２００円

在 学 　　〃 ２００円

成 績 　　〃 ２００円

卒 　 　 業 （ 見 込 み ） 　　〃 ２００円

通 　 　 学 （ 学 　 　 割 ） 　　〃 ─

願
　
　
　
　
　
　
　
　
書

追 試 験 指定期間内に 診断書等の理由書を添付 ５００円

再 試 験 指定期間内に ２０００円

施 設 使 用 願 １週間前までに ─

物 品 使 用 願 １週間前までに ─

掲 示 物 許 可 願 事由発生の時 ─

車両（バイク）通学許可願 事由発生の時 ─

授 業 料 等 納 入 延 期 願 事由発生の時 ─

・諸証明書の発行については書類作成に日数を要するので、 余裕を持って申請すること

・手続きの際、 学生証を提示すること

・事務取扱時間　通常授業日の８時３０分～１７時３０分
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　○　健康管理に関する規定

　○　図書室利用規則

　○　履修・試験及び成績評価等に関する規則

　○　定期試験等の試験規定

　○　臨床（見学）実習における倫理綱領

　○　山口コ・メディカル学院入学前の既修得単位等の認定に関する規則

諸 規 定 集
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健康管理に関する規定

山口コ・メディカル学院

１．学生の健康保持並びに増進をはかることを目的として、健康管理事項を定める。

２．学校は校医（健康管理医）を配置する。

３�．校医は教務部長及び教員と協力して、常に疾病の予防に関する知識の普及、感染防止の
指導につとめる。

４�．学校は、下記の事項に定める健康診断を実施するほか、学生の健康管理計画を立て、そ
れに基づき実施につとめる。

　　健康診断の時期
　　　・入学時
　　　・毎年４月
　　　・校医が特に必要と認めた時

５�．学生は、前項に規定する健康診断のほか、予防接種に関する理念（予防接種・ワクチン
で防げる疾病は予防する）、或いは実習施設の求めに応じて予防接種又はその他の検査を
受けなければならない。

６．学校に学生の健康管理簿を備え付ける。

７．この規程は、令和３年４月１日より実施する。

健　　康　　管　　理　　事　　項

入学前
４ 月

10　月
随 時

学校の指定する感染症抗体価検査等
健康診断（内科検診、検尿、レントゲン撮影、身体計測　他）
体育強化対策（春のレクレーション）
体育強化対策（秋のレクレーション）
必要なワクチン接種等についての指導・管理
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図 書 室 利 用 規 則

山口コ・メディカル学院

１�．図書室を利用することができる者は、学校の教職員、学生、卒業生及び学院長が許可し
た者に限る。

２．図書室は、学校の休日を除き、毎日午前10時から午後５時まで開室する。

３�．図書、その他の図書室に備えた備品の持ち出しにあたっては、事務室の許可を得なけれ
ばならない。

４．図書の利用は、学生証にて行う。

５．図書の貸出は、１回３冊以内、７日以内とする。

６．図書室を利用する者は、所定の図書室利用心得を遵守しなければならない。

７．貸出期間を過ぎた図書は、直ちに返却しなければならない。

８．借覧図書、その他備品を破損、汚染、紛失した場合は、弁償しなければならない。

９．この規則は、令和３年４月１日より実施する。
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履修・試験及び成績評価等に関する規則

　（趣　旨）
第１条�　各授業科目の履修、試験及び成績評価については学則の定めによる他はこの規定に定

めるところによる。
　（履修登録）
第２条�　学生は学期毎に所定の期日までに定められた方法により履修しようとする授業科目の

登録をしなければならない。
　　　⑴　登録後の履修科目の変更は認めない。
　　　⑵　一度履修し単位を修得した科目を再履修することはできない。
　（授業時間割による履修）
第３条�　学生は原則として所属する各学科の学年、学期に配当された授業科目を授業時間割に

そって履修しなければならない。
　（履修単位）
第４条　各授業科目の単位数の計算は以下の通りである。
　　　⑴　講義及び演習については、15時間もしくは30時間の講義をもって１単位とする。
　　　⑵　演習及び実習については、30時間もしくは45時間の講義をもって１単位とする。
　（再履修）
第５条　単位の修得ができなかった科目は、再度履修することができる。
　（試験の方法）
第６条�　試験は、筆記試験、実技試験、論文、レポート等による。試験日（提出日）、時間、教

室（提出場所）等は、オレンジ紙にて掲示する。
　（定期試験・中間試験）
第７条�　前期及び後期の学期末に実施日を定め、単位認定のための試験を行う。この試験を定

期試験という。
　　２　原則授業時間を満たした時期に試験は実施するが、中間試験を実施する科目もある。
　（定期試験の受験資格）
第８条�　第２、第３及び第４条の規定により履修の登録をした科目は、当該科目の試験を受け

なければならない。
　（受験資格の失効）
第９条�　前条の受験資格を有する者で各履修科目の授業実施時間数の８割以上出席していない

者はその受験資格を失う。また、20分以上遅刻した者も受験資格を失う。
　（公認休）
第10条　次の各号のいずれかに該当する場合には公認休とし、欠席としては取り扱わない。
　　　⑴　忌引
　　　⑵　天災等不可抗力による場合
　　　⑶　交通機関の不通等で公の証明書が提出された場合
　　　⑷　学院長が特に認めた場合
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　（成績評価の基準）
第11条�　成績評価の基準は100点から90点までをＳ、89点から80点までをＡ、79点から70点ま

でをＢ、69点から60点までをＣ、59点以下をＤとする。
　（追試験）
第12条　次の各号の理由により定期試験を受験できなかった者は、追試験を実施する。
　　　⑴　第10条各号のいずれかに該当するとき
　　　⑵　病気又は負傷により登校できなかった場合、医師の診断書が提出されたとき
　　　⑶　本人に過失無く受験できなかった場合、所定の事由説明書が提出されたとき
　（追試験の願い出手続）
第13条�　追試験の願い出は、当該科目の試験終了後、診断書・事由説明書等の所定の書類が必要

である。「追試験受験願」提出後、学院長の決済後に追試験を受験することができる。
　　２　追試験の実施日は、再試験の日程等を考慮し、対象者の負担にならないよう決定する。
　（追試験の成績評価）
第14条　追試験の成績評価は、定期試験の成績評価に準じる。
　（試験における不正行為）
第15条　不正行為を行った場合は、その期における全科目の成績を不合格とする。
　（科目履修）
第16条�　科目履修をしようとする者は、当該学科及び担当教官の承認を得て履修することがで

きる。
　　２　科目履修の場合は、単位を修得することはできない。
　（編入学制度）
第17条　以下の条件を満たすもので運営会議で承認を得た者は、編入学を認めることがある。
　　　⑴　理学療法士及び作業療法士、言語聴覚士等の免許を有する者
　　　⑵�　本校を卒業した者で理学療法士及び作業療法士、言語聴覚士の国家受験資格を有す

る者
　　　⑶　上記と同等の学力があると認定した者
　　２　編入学年次は２年とし、各学科で定める85単位以上の科目を履修しなければならない。
　（既修得単位の認定）
第18条�　本校入学前の他大学並びに短期大学等で修得している単位については、基礎科目及び

専門基礎科目において20単位を上限に担当教官の承認を経て、認定する。
　　２　既修得単位の認定を受けることのできる授業科目は別に定める。
　（規程の改廃）
第19条　この規程の改廃は、運営協議会の議決を要する。
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定期試験等の試験規定

　この試験規定は、各期末及び成績判定に関係する全ての試験に適用される。

１．履修認定（受験資格）
　⑴　授業実施数の８割以上に出席していること。
　⑵　授業料を納めていること。

２．受験にあたっての注意事項
　⑴　次の各号に該当する者は試験会場に入室できない。
　　①　受験資格を有しない者。
　　②　試験開始時刻を20分以上遅刻した者。
　⑵　定期試験時間割・教室については、原則として定期試験の２週間前に掲示する。
　　　なお、発表後、都合により変更することがあるので掲示には常に注意すること。
　⑶　試験会場では学籍番号順に着席する。
　⑷　原則として筆記用具、時計、学生証以外のものは試験会場に持ち込んではならない。
　　　なお、受験時は、学生証を机の上に提示すること。
　　�　携帯電話やスマートフォン、ウォークマンやそれに類するものなど全ての電子機器類は

持ち込み禁止とし、時計としての使用も認めない。持ち込むこと自体を、不正行為と見な
すため、注意すること。

　⑸　試験開始45分を経過すれば退室することができる。
　⑹　追試験・再試験については試験開始までに所定の手続きをとること。
　　　なお、受験に際しては、受験許可証および学生証を机の上に掲示すること。
　⑺　追試験・再試験の科目、日時などはその都度掲示する。
　⑻�　病欠や突発事故などで受験できない場合には、直ちに学校（事務）に電話連絡し、登校

後、速やかに手続きをすること。
　　　体調不良が原因の場合は、当日必ず医療機関を受診し治療に努めること。

３．不正行為について
　�　試験中に不正行為をした者、あるいは不正行為があったと認められた者については、当該

期の全履修科目の成績を不合格とし、当該期間中の受験は認めないものとする。
　　また、学則第11条に基づき懲戒処分とする。
　＜学則　第11条＞
　�　学院長は正当な理由なく引き続き１ヵ月以上欠席した学生、もしくは不適切な行為があっ

た学生に対して次の懲戒処分を行うことができる。
　⑴　戒告
　⑵　停学
　⑶　退学
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４．定期試験等未受験者の扱いについて
　　諸々の事由により定期試験を受験できなかった場合は以下のように対応する。
　⑴　以下の各号に該当する場合には試験規定に従い、追試験を実施する。
　　①　病気及び負傷などで登校できなかった場合（診断書の提出）
　　②　火災、風水害、交通事故等で登校不可能のやむを得ない事情が生じた場合
　　③　その他、やむを得ないと認められた事由により欠席した場合
　⑵�　追試験等の受験については、各号に該当する者であり、かつ所定の手続を行い、学院

長が正当であると認めた者に限る。
　　①　体調不良等の場合は、試験日当日の受診を証明するもの（診断書）を添付すること。
　　②　忌引きの場合は、会葬礼状等を添付すること。
　　③　公共交通機関の遅延等は、遅延証明書をもらい添付すること。
　　④　その他の場合は、それぞれの理由を証明できるものを添付すること。
　⑶　上記以外の理由で定期試験を受験しなかった者は、単位認定を放棄したものとみなす。

５．再試験について
　�　定期試験（追試）においてその成績が60点に満たない場合は救済措置として「再試験」を行

うことがある。再試験実施の決定は、教科担当教官の判断による。
　　所定の期日（試験日）までに所定の手続きをとること。
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臨床（見学）実習における倫理綱領

　本校では、理学療法士等の養成教育における「臨床実習」は、医療人としての心構えを形成
する重要な学習場面と位置づけている。この実習は、全て学外で、しかも短い期間に集中的に
実施される。したがって、学生は、対象者（本人・家族）・実習指導者に対し、誠意と責任を
もって接し、自己の最善を尽くさなければならない。
　学外での学習機会に際し、学生に専門職としての使命と職責を自覚するために、常に自らを
修め、律する基準として、ここに倫理綱領を定める。

１．臨床（見学）実習学生は、対象者（本人・家族）を人として尊重する。
２�．臨床（見学）実習学生は、「個人情報の保護に関する法律」の趣旨を理解し、対象者（本

人・家族）に関して守秘義務を厳守する。
３．臨床（見学）実習学生は、臨床実習施設における規則を厳守する。
４．臨床（見学）実習学生は、臨床実習指導者の指導の下に実習を行う。
５．臨床（見学）実習学生は、専門職の役割および責任を認識し、適切に行動する。
６．臨床（見学）実習学生は、臨床実習において専門職の知識技術の習得に努める。
７�．臨床（見学）実習学生は、対象者（本人・家族）との関係において、実習生としての立場

を自覚し、自らを律する。
８�．臨床（見学）実習学生は、臨床実習指導者および他の職員に対して常に謙虚な態度で接

し、協調をはかる。
９�．臨床（見学）実習学生は、実習前に「個人情報保護法」について学習し、法律の趣旨を理

解するとともに、「個人情報保護に関する誓約書ならびに個人情報の提供に関する同意書」
を学校に提出する。

（平成26年４月１日　制定）
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山口コ•メディカル学院・学校提出用

個人情報保護に関する誓約書ならびに個人情報の提供に関する同意書

山口コ•メディカル学院長　様

１�．私は、このたび臨床実習に臨むにあたり、「個人情報保護」に関する説明
を受け、その趣旨を理解し、その遵守に努めます。また、実習をお引き受け
いただく病院・施設の実習指導者様に対して、実習指導の目的において私の
個人情報を提供することに同意いたします。

２�．私は、このたび実習に臨むにあたり、実習をお引き受けいただく病院・施
設の個人情報保護に関する諸規定を遵守します。また、実習期間中に知り得
た患者・利用者様および病院・施設関係者様の個人情報は、実習期間中はも
ちろん実習終了後も第三者に故意にまたは過失によって漏洩したり、無断で
使用したりしないことを誓約いたします。

　　　　　　　　　年　　　月　　　日

住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

保護者（保証人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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山口コ・メディカル学院入学前の既修得単位等の認定に関する規則

　（趣　旨）
第１条�　この規則は、学生が本校入学前に大学あるいは短期大学等において既に修得した単位

については、編入学の場合を除き、教育上有益と認めるときは、学院長の決定を経て20
単位を越えない範囲で本学の授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

　（認定審査の手続）
第２条�　単位の認定を受けようとする者は、所定の期日までに所定の単位認定申請書と当該大

学または短期大学等の発行した成績証明書を添えて、学院長に申請しなければならない。
　（審査及び認定）
第３条�　前項の規定により申請があったときは、本校の学院長の決定で認められた授業科目

について当該授業担当教官が、筆記試験・面接試験等によりその審査を行う。
　　２�　前項の試験に合格した者の当該入学前の既修得単位等は、学院長の決定に基づき、

本学における単位として認定する。
　（雑　則）
第４条�　この規則に定めるもののほか、入学前の既修得単位等の認定に関し必要な事項は、

学院長が別に定める。

　　附　則
　　この規則は、令和２年４月１日から施行する。

入学前既修得単位認定授業科目と認定単位数
１．基礎科目
　　英語Ⅰ（文献Ⅰ）　　　１単位（15時間）　　教育学Ⅰ　　　　　　１単位（15時間）
　　英語Ⅲ（英会話）　　　１単位（15時間）　　教育学Ⅱ　　　　　　１単位（15時間）
　　英語Ⅳ（文献Ⅱ）　　　１単位（30時間）　　社会福祉学　　　　　２単位（30時間）
　　体育理論　　　　　　　１単位（30時間）　　統計学　　　　　　　１単位（15時間）
　　哲学Ⅰ　　　　　　　　１単位（15時間）　　物理学　　　　　　　２単位（30時間）
　　哲学Ⅱ　　　　　　　　１単位（15時間）　　生物学　　　　　　　２単位（30時間）
　　心理学Ⅰ　　　　　　　１単位（15時間）　　情報科学Ⅰ　　　　　１単位（15時間）
　　心理学Ⅱ　　　　　　　１単位（15時間）　　情報科学Ⅱ　　　　　１単位（15時間）
　　法学　　　　　　　　　１単位（15時間）

２．専門基礎科目
　　臨床心理学　　　　　　１単位（30時間）　　栄養学　　　　　　　１単位（15時間）
　　救急医学　　　　　　　１単位（15時間）　　看護学概論　　　　　１単位（15時間）
　　薬理学　　　　　　　　１単位（15時間）　　ボランティア論　　　１単位（15時間）
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校内配置図
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令和８年度 入学生

令
和
８
年
度

学校法人　山口コア学園　山口 コ･メディカル学院
〒7 5 3 － 0 0 5 4

山口市富田原町 2 － 2 4
　TEL　0 8 3 － 9 3 3 － 0 5 5 0
　FAX　0 8 3 － 9 2 0 － 4 7 8 6

学　　科

学籍番号

氏　　名




